
令和４年４月～
令和９年３月

令和7年度 大井町地域公共交通活性化協議会 （神奈川県大井町）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

補助対象系統の需要・現況・課題／活用したデータ

・第１回（令和7年５月２７日）
事業報告及び決算、 交通会議設置要綱
等の変更、事業計画（案）、巡回バス「おお
いゆめバス」、国庫補助金について
・第２回（令和7年10月９日）
巡回バス「おおいゆめバス」、交通計画
の実施事業の評価方法、上大井駅舎の改
修、富士急モビリティ（株）路線バスの減
便、松田町AIオンデマンド交通実証実験
・第３回（令和8年１月26日）
巡回バス「おおいゆめバス」、国庫補助
金について

協議会開催状況

目標を達成するために行う事業の今年度実施状況／来年度に向けた取組の検討

アピールポイント

令和7年4月まで町内を1台のバスで運行していたが、丘陵地域でタクシー車両を導入し実証運行を開始すること
で、西大井・金子循環の復路便の運行を可能とし、相和・金子循環においては1便あたりの運行時間短縮をはかった。
5月のおおいゆめバスの運行形態を変更した際に、路線バスの停留所と同じ場所を利用できるように企業や運行
事業者と調整し、バス停の移設作業を行い、利用者の安全性の確保と路線バスとの接続の負担軽減に努めた。

交通計画の計画期間

定量的な目標

年間公共交通利用者数、町民の公共交通の利用割合、公共交通に係る行政負担額及び収支率、交通結節点の機能
強化、公共交通の認知度、地域との連携による取組み

当コミニティバスは、相和循環、相和・金子循環、西大井・金子循環、登下校ルートの4ルートを運行している。丘陵
地域においては、当バスが生活交通として運行しており、主に通学や買い物、通院に利用されている。午前中の利
用者が多く、町内の鉄道や路線バス接続できるよう運行しているが、時間や待機場所の負担も大きく町外へ外出す
る手段としての利用は少ない。また、少子化による影響で、年々登下校ルートの利用が少なくなっており、運行方法
について課題となっている。
活用したデータ：各系統の利用者人数、鉄道及び路線バスのダイヤ、利用者アンケート

「おおいゆめバス」の利用実績の分析に加え、広報・SNS等による継続的な運行周知や公共交通の利用促進として、
公共交通マップを作成し、配架・配布を行った。5月より丘陵地域においては車両を変更し、タクシー車両を使用し
て運行することで、道幅が狭くバス車両で乗り入れできない集落の中まで運行する実証実験を開始した。そのため、
8月には利用者を対象とした意見交換会を2回開催し、利用状況の変化についてやニーズについて確認を行った。
また、おおいゆめバス及び路線バスと鉄道の交通結節点としての役割を果たしているＪＲ御殿場線上大井駅にお
いては、駅舎の改修を行うため利用者とワークショップを行い、町民意見を聴取した中で、令和8年度の工事に向け、
基本設計を完了させた。

面 積 14.38 ｋ㎡

人口 （R7.4.1時点） 17,354人

15歳未満 1,915人

65歳以上 4,978人

高 齢 化 率 28.69％

地域の公共交通等の現況・課題／補助対象系統の位置付け

当町の公共交通は、路線バス、鉄道（JR御殿場線）、高速バス、タクシーがあるが、丘陵地域における路線バスの撤
退や①高齢者・障がい者及び児童・生徒等、交通弱者への対応、②家族等による送迎の負担の軽減、③公共交通同
士の接続と広域アクセスの改善、④過度な車利用の抑制と地域の輸送資源の維持といった当町の交通課題改善の
ため、令和３年度からコミニティバスとして、大井町巡回バス「おおいゆめバス」の運行している。
気軽におでかけできるまちとするため、町内外と交通不便地域の解消を担う支線路線として運行している。

資料２―４



大井町公共交通体系図



利用実績データ

令和7年5月より運行形態を変更し、令和6年度に「相和循環」という名称だった循環を、令和7年度に「相和循環」と「相和・金子循環」という2つのルート
とし、相和循環はタクシー車両での運行を開始した。往路では、 令和6年度と比較して利用者の拡大につながった。復路では、令和6年度と比較し、利用
が伸び悩んでいるため、運行ルート等見直しを行う必要がある。

相和・金子循環
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①便 1・３便
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③便 2・４便

令和7年度は、登校・下校共に利用者が減少している。通学の移動手段確保のために、運行は継続して行うが、児童・生徒の利用だけでなく、一般の方の
利用の促進も図る必要がある。

登下校ルート
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利用実績データ

全体の利用者は、どの年度の月を比較しても利用者の大きな変化は見られなかった。令和7年5月以降運行形態を変更したことにより、12月以降落ち込
んでいた利用人数が回復している兆しがみられる。
※令和4年度は5月から運行を開始したため10月～4月までは利用がない。
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千円
運賃収入

運賃収入

運賃収入は年々増加しており、その結果は各循環の利用増加からも確認できる。この増加は、無料パス適用者以外（町内在住の小・中学生及び75歳
以上）の利用が伸びている可能性が考えられる。

運行実績



利用促進の取組

令和7年5月より、丘陵地域におけるバス車両からタクシー車両への運行の変更及び西大井・金子循環における復路便の設定を行い、利用者の利便性
向上に努めた。

運行形態の変更

バス停の移設

運行形態の変更に伴い、相和・金子循環及び西大井・金子循環の「あしがらモール」バス停の停車場所を近くの企業のバスロータリーがある場所に変更
し、利用者の待機場所の安全性の確保に努めた。


